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原子力システム研究懇話会会計 

平 成 20 年 度 収 支 予 算 書 

（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで） 

(単位：円）

科　　　　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 増　　減

事業活動収入の部

１． 特 別 会 費 収 入 27,000,000 27,400,000 △ 400,000

２． 雑 収 入 200,000 100,000 100,000

27,200,000 27,500,000 △ 300,000

事業活動支出の部

１． 運 営 費 支 出 6,300,000 5,600,000 700,000

(1) 調 査 費 支 出 1,200,000 1,000,000 200,000

(2) 懇 談 会 費 支 出 3,700,000 3,300,000 400,000

(3) 資 料 費 支 出 1,400,000 1,300,000 100,000

２． 管 理 費 支 出 20,900,000 21,900,000 △ 1,000,000

(1) 人 件 費 支 出 7,000,000 8,000,000 △ 1,000,000

(2) 事 務 所 費 支 出 13,000,000 13,000,000 0

(3) 通 信 交 通 費 支 出 900,000 900,000 0

27,200,000 27,500,000 △ 300,000

0 0 0

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

事 業 活 動 収 支 差 額

 

◎原子力システム研究懇話会について 

原子力システム研究懇話会は、大学の名誉教授や学識経験者などが専門分野を超えて交流し、情報の交換・

収集などを行いつつ、蓄積した経験を原子力のシステム化や社会の発展に寄与することを目的に平成２年度

より積極的に活動を続けている。 

運営については、関係協力機関からの支援により、自主的に運営をされているが、当協会の一組織として、

管理は当協会が担当している。 

主な活動内容は、その時々の時宜を得た内容で専門家の講演を聴き、意見交換を行う定例懇談会の開催（年

10回）、「 原子力システムニュース」の発行（年４回）、コメンタリーシリーズの発行（20年度は、「原子力

と地球環境」№16発行予定）等である。 
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